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製品紹介

１）一般鋼板で熱処理せず，ばね特性を実現

２）BPS本体の強度と軽量化を考慮した形状
３）従来品で発生したあそびを抑制し，応答性向上

構　造

ばね機構を付加した多段ＡＴ用ボンデッドピストンシール
Bonded Piston Seal with Spring Mechanism for New FWD Type AT

自動車の変速機には，燃費向上のために伝達効率向上

の要求が高まっており，変速の多段化が進んでいる．今

回，変速の多段化に対応して高応答性を実現するため，

ばね機構を付加したボンデッドピストンシール（BPS）
を開発したので紹介する．また，BPSを分割構造にす
ることによって，軽量かつ，低コストを可能にした．
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ばね特性実現

SPH590材

1回目
100万回目

〈C2バランサ〉

【従来品】
各部品の寸法公差により，

すきまが発生ピストンNo.２

ピストンNo.１
（BPS）

スナップリング

【開発品】

〈C2ピストンNo. 1〉

ばね機構部

スナップ
リング

〈ドラムシール〉

〈C1ピストン〉 〈C1バランサ〉

〈B3ピストン〉

〈C2ピストン No. 2〉

凹み部

工業所有権②
申請中

工業所有権①
申請中

すきまによる
あそびを抑制し，
応答性向上

応答遅れ 50ms 応答遅れなし

ばね機構部

ピストンNo.２

スナップリング ピストンNo.１
（BPS）

ばね機構部

増肉部 工業所有権③
申請中


